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微細構造ウイルス学分野（野田研究室）

私たちの研究室では、ヒト病原性ウイルスの細胞内増殖機構に関する
研究を進めています。主にインフルエンザウイルス、エボラウイルス、
新型コロナウイルスを対象としてウイルス増殖の分子機構や構造基盤
を解明し、ウイルス感染症の制御を目指しています。

私たちの研究室が目指すのは、オリ
ジナリティの高いウイルス研究です。
クライオ電子顕微鏡や高速原子間力
顕微鏡を用いてウイルスの増殖機構
を自在に解析できるのは、私たちの
研究室だけです。また、 iPS細胞や
ES細胞から分化誘導したヒト呼吸
器オルガノイドを用いて、ヒト呼吸
器におけるウイルス増殖機構や動物
ウイルスのヒトへの適応に関する研
究も進めています。
従来からの研究手法だけにとらわれ
ず、新しい手法を積極的に取り入れ
たり、異分野の研究室との共同研究
を推進することで、ユニークなウイ
ルス研究をしたいと考えています。
また、視覚的に楽しくわかりやすい
研究をしたいと考えています。将来、
基礎研究の道に進みたいという学生
さんはぜひ一緒に研究しましょう。
研究室見学はいつでも歓迎なので、
連絡お待ちしてます。
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京都⼤学は男⼥共同参画を推進しています。
⼥性の積極的な進学を応援します。




